
冷間成形角形鋼管応力割増し係数

7.5.3.2. 鉄骨梁の断面検定表

軸力N 曲げモーメント Mz せん断力 Vy

N(⻑期)+1.20*N(地震時)
=-314.35kN+1.20*96.35kN=-199kN

Mz(⻑期)+1.20*Mz(地震時)
=4.90kNm+1.20*-88.50kNm=-101kNm

Vy(⻑期)+1.20*Vy(地震時)
=-4.38kN+1.20*61.12kN=69kN

冷間成形角形鋼管柱は、断面検定で地震時応力を割り増します。
・ルート1-1, ルート2の場合 →BCR, BCP,STKRの柱
・ルート2, ルート3の場合 →STKRの柱脚

※1階柱脚の割増係数は、下記の値を採用します。
露出柱脚…"通", 埋込み柱脚…"内", 柱脚を入力していない場合…"etc"

※ダイアフラム形式は、「設計条件>1次設計>S」の"ダイアフラム形式"
の設定によります。

参照：計算解説書「7.2.2 冷間成形角形鋼管による応力の割増し」

*本検証は、ルート1-1で検討を行っております。
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